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診断基準
年

知的障害

上位概念

単位障害

自閉症
スペクトラム
障害（ASD）

＊２＊３

上位概念

単位障害

注意欠如／
多動性障害
（ＡＤＨＤ）

上位概念

単位障害

学習障害

上位概念

単位障害

愛着障害＊４

上位概念

単位障害

本書で使用する
杉山の区分

器質系発達障害

（一部、器質系
発達障害を含む） 

発達凸凹

発達凸凹

発達凸凹

現われた状態像に係わ
らず、逆境体験を背景
に持つもの＝トラウマ
系発達障害（＝発達性
トラウマ障害；ヴァン・
デア・コーク（2005））

付録１　〈発達障害〉概念の推移一覧　杉山登志郎

DSM-5 ICD-11
2013 2022？

知的障害（ＩＤ） 知的発達症
軽度・中等度・重度・最重度の
区分は前に同じ 
ただしＩＱによる規定がなく
なった

自閉症スペクトラム障害（ＡＳＤ） 自閉スペクトラム症
なし 
 
レット障害を除外（原因が遺伝
子異常と確定したため）

注意欠如／多動性障害 注意欠如多動症
注意欠如／多動性障害 
他の特定されるＡＤＨＤ 
特定不能のＡＤＨＤ

限局性学習障害 発達性学習症
読み障害 
書き障害 
算数障害

心的外傷およびストレス因関
連障害

愛着障害

反応性愛着障害 
脱抑制型対人交流障害 
PTSD 
急性ストレス障害 
適応障害

反応性愛着障害 
脱抑制型対人交流障害

ICD-10 ＊１ DSM-IV ＊１

1993 1994
精神遅滞（ＭＲ） 精神遅滞（ＭＲ）
軽度の精神遅滞 
中等度の精神遅滞 
重度の精神遅滞 
最重度の精神遅滞

軽度の精神遅滞 
中等度の精神遅滞 
重度の精神遅滞 
最重度の精神遅滞

広汎性発達障害（ＰＤＤ） 広汎性発達障害（ＰＤＤ）
小児自閉症 
他の小児期崩壊性障害 
アスペルガー症候群 
レット症候群 
非定型自閉症 
精神遅滞と情動運動を伴う過動性障害 
他のＰＤＤ 
ＰＤＤＮＯＳ

自閉性障害 
アスペルガー障害 
小児期崩壊性障害 
レット障害

多動性障害 注意欠陥および崩壊性障害
多動性および注意の障害（ＡＤＨＤ） 
多動性行為障害 
その他の多動性障害

注意欠陥・多動性障害（ＡＤ／ＨＤ） 
特定不能の注意欠陥/多動性障害 
反抗挑戦性障害 
行為障害 
特定不能の破壊的行動障害

学習能力の特異的発達障害 学習障害
特異的読字障害 
特異的書字障害 
算数能力の特異的障害 
学習能力の混合性障害 
他の学習能力の障害 
特定不能の学習能力の障害

読字障害 
算数障害 
書字表出障害 
特定不能の学習障害

小児期に特異的に発症する社
会的機能の障害

幼児期、小児期または青年期
の他の障害

小児期の反応性愛着障害 
小児期の脱抑制性愛着障害 

（この他の単位障害に、選択性
緘黙、などがある）

幼児期または小児期早期の反
応性愛着障害 

（下位分類の中で抑制型と脱
抑制型を区別して診断） 

（この他の単位障害に、分離不安障害、選
択性緘黙、常同運動障害、などがある）
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診断基準
年

知的障害

上位概念

単位障害

自閉症
スペクトラム
障害（ASD）

＊２＊３

上位概念

単位障害

注意欠如／
多動性障害
（ＡＤＨＤ）

上位概念

単位障害

学習障害

上位概念

単位障害

愛着障害＊４

上位概念

単位障害

本書で使用する
杉山の区分

器質系発達障害

（一部、器質系
発達障害を含む） 

発達凸凹

発達凸凹

発達凸凹

現われた状態像に係わ
らず、逆境体験を背景
に持つもの＝トラウマ
系発達障害（＝発達性
トラウマ障害；ヴァン・
デア・コーク（2005））

付録１〈発達障害〉概念の推移一覧　杉山登志郎

それ以前
ICD-9
1977

白痴など 精神遅滞（ＭＲ）
軽度の精神遅滞 
中等度の精神遅滞 
重度の精神遅滞 
最重度の精神遅滞

小児精神病 小児期発症の精神病
幼年痴呆（1908） 
早期幼児自閉症（1943） 
自閉的精神病質（1944） 
レット症候群（1966）

幼児自閉症 
崩壊精神病 
他の小児期発症の精神病 
特定不能の小児期発症の精神病

子どもの問題行動 子どもの多動症候群
そわそわフィリップ；ホフマン（1844） 
攻撃的になりやすい子；スティル（1902） 
ストラウス症候群（1947） 
微細脳障害（MBD）（1959） 
微細脳機能障害（MBD）（1962） 
多動症候群（1975）

注意欠陥障害 
　多動を伴わない 
　多動を伴う 
遅滞を伴う多動 
行為障害を伴う多動 
その他の特異な症状を持つ多動 
特定不能の多動症候群

学習が遅い子ども 特異的発達障害
カーク（1963） 
マイクルバスト（1967）などに
より様々に定義されている

限局性読字障害 
限局性算数障害 
他の特異的学習困難 
発達性発語または言語障害 
協調運動障害 
他の発達の特異的遅滞 
特定不能の発達遅滞

戦災孤児など 特定の記載なし 
児童期、青年期に特異的な情
緒的障害として診断

母性剥奪症候群；ボウルビー
（1951）

悲惨、不幸障害、対人交流障
害、など一部に関連する可能性

DSM-III DSM-III-R
1980 1987

精神遅滞（ＭＲ） 精神遅滞（ＭＲ）
軽度の精神遅滞 
中等度の精神遅滞 
重度の精神遅滞 
最重度の精神遅滞

軽度の精神遅滞 
中等度の精神遅滞 
重度の精神遅滞 
最重度の精神遅滞

広汎性発達障害（ＰＤＤ） 広汎性発達障害（ＰＤＤ）
幼児自閉症 
小児期発症のＰＤＤ 
非定型ＰＤＤ

自閉性障害 
その他の特定不能のＰＤＤ（Ｐ
ＤＤＮＯＳ）

破壊的行動障害 崩壊性行動障害
注意欠陥障害（ＡＤＤ） 
多動を伴わない注意欠陥障害

注意欠陥・多動障害（ＡＤ/ＨＤ） 
行為障害（ＣＤ） 
反抗・挑戦性障害（ＯＤＤ）

特異的発達障害 特異的発達障害
学習能力障害 
　発達性計算障害 
　発達性表出性書字障害 
　発達性読み方障害 
言語と会話の障害 
運動能力障害 
　発達性協調運動障害

学習能力障害 
　発達性計算障害 
　発達性表出性書字障害 
　発達性読み方障害 
言語と会話の障害 
運動能力障害 
　発達性協調運動障害

幼児期小児期または青年期の
他の障害

幼児期小児期または青年期の
他の障害

反応性愛着障害 
（抑制型のみの診断基準） 
この他の単位障害に、選択性
緘黙、同一性障害、などがある

反応性愛着障害 
（抑制型と脱抑制型が一つの
診断基準の中に混在）
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＊
１
…
…
Ｉ
Ｃ
Ｄ
は
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
作
成
す
る
『
国
際
疾
病
・
傷
害
お
よ
び
死
因
統
計
分
類
』。
Ｄ
Ｓ
Ｍ
は
米
国
精
神
医
学
会
が
作
成
す
る
『
精
神

疾
患
の
診
断・統
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
』。
と
も
に
精
神
科
そ
の
他
で
使
用
さ
れ
る
代
表
的
な
国
際
診
断
基
準
で
、後
ろ
の
数
字
は
そ
れ
ぞ
れ
の
版
数
を
表
す
（
例

…
Ｄ
Ｓ
Ｍ
―
Ⅲ
＝
Ｄ
Ｓ
Ｍ
の
第
三
版
）。

＊
２
…
…
「
高
機
能
＝
知
的
な
遅
れ
が
な
い
こ
と
」
と
し
て
、
知
的
な
遅
れ
が
な
い
自
閉
症
グ
ル
ー
プ
を
〈
高
機
能
自
閉
症
〉〈
高
機
能
広
汎
性
発
達
障
害
〉
な
ど

と
呼
ん
で
い
た
時
期
が
あ
っ
た
。
な
お
、〈
高
機
能
広
汎
性
発
達
障
害
〉
は
〈
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
〉
と
ほ
ぼ
同
義
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

＊
３
…
…
〈
軽
度
発
達
障
害
〉
は
、
二
〇
〇
〇
年
発
表
の
論
文
で
杉
山
が
提
唱
し
た
概
念
。
当
時
は
、
ご
く
狭
義
の
〈
発
達
障
害
〉
し
か
特
殊
教
育
・
福
祉
の
対
象

と
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、〈
発　
達
障
害
〉
概
念
を
広
げ
る
こ
と
で
杉
山
は
状
況
改
善
を
図
ろ
う
と
し
た
。
の
ち
、
二
〇
〇
五
年
に
発
達
障
害
者
支
援
法

が
制
定
さ
れ
、〈
軽
度
発
達
障
害
〉
は
診
断
概
念
と
し
て
は
文
部
科
学
省
か
ら
正
式
に
否
定
さ
れ
た
が
、
支
援
の
状
況
は
改
善
さ
れ
た
。

＊
４
…
…
ト
ラ
ウ
マ
系
発
達
障
害
は
本
書
で
の
便
宜
的
な
呼
び
方
で
、
定
義
と
し
て
は
〈
発
達
性
ト
ラ
ウ
マ
障
害
〉（
ヴ
ァ
ン
・
デ
ア
・
コ
ー
ク
（
二
〇
〇
五
））
に

一
致
す
る
。
し
か
し
〈
発
達
性
ト
ラ
ウ
マ
障
害
〉
の
診
断
概
念
は
、
現
時
点
で
は
、
国
際
的
診
断
基
準
に
お
い
て
公
認
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
〈
発

達
性
ト
ラ
ウ
マ
障
害
〉
に
は
二
つ
の
現
れ
方
が
あ
り
、
極
端
な
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）
環
境
下
で
は
自
閉
症
様
症
状
が
、
身
体
的
暴
力
な
ど
の
虐
待

被
害
で
は
極
端
な
甘
え
行
動
と
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
様
症
状
が
認
め
ら
れ
る
。〈
発
達
性
ト
ラ
ウ
マ
障
害
〉
と
Ｉ
Ｃ
Ｄ
お
よ
び
Ｄ
Ｓ
Ｍ
で
定
義
さ
れ
る
〈
愛
着
障
害
〉

は
一
致
す
る
概
念
で
は
な
い
が
、
自
閉
症
の
よ
う
な
現
わ
れ
方
を
す
る
〈（
抑
制
型
）
反
応
性
愛
着
障
害
〉
が
Ｄ
Ｓ
Ｍ
―
Ⅲ
で
診
断
基
準
に
採
用
さ
れ
、

そ
こ
か
ら
、Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
よ
う
な
現
わ
れ
方
を
す
る
〈
脱
抑
制
型
反
応
性
愛
着
障
害
〉
が
分
離
し
、さ
ら
に
そ
の
〈
脱
抑
制
型
反
応
性
愛
着
障
害
〉
が
〈
脱

抑
制
型
対
人
交
流
障
害
〉
と
し
て
独
立
し
た
経
緯
が
あ
る
。

137
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付
録
２
　
杉
山
先
生
の
ト
ラ
ウ
マ
治
療
の
エ
ッ
セ
ン
ス

　

こ
こ
ま
で
の
話
で
は
、

　
　
　

器
質
系
発
達
障
害
…
…
専
門
家
の
支
援
が
必
要
不
可
欠
。

　
　
　

発
達
凸
凹
…
…�

さ
ま
ざ
ま
な
療
育
は
あ
る
け
れ
ど
、
い
ち
ば
ん
大
事
な
の
は
親
御
さ
ん

の
余
裕
。

と
の
こ
と
で
し
た
が
、
最
後
に
、
ト
ラ
ウ
マ
系
発
達
障
害
に
つ
い
て
の
対
処
法
を
ま
と
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
よ
り
詳
し
く
知
り
た
い
か
た
は
『
発
達
性
ト
ラ
ウ
マ
障
害
と
複
雑
性
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
の
治
療
』（
杉
山
登
志
郎
、
誠
信
書
房
、
二
〇
一
九
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
白
柳
）

○
薬
に
つ
い
て

・
少
量
処
方

　

ト
ラ
ウ
マ
系
発
達
障
害
だ
け
で
な
く
器
質
系
発
達
障
害
と
発
達
凸
凹
の
人
に
対
し
て
も
、
ご

く
少
量
で
処
方
す
る
（
一
般
的
な
量
の
数
分
の
一
～
数
十
分
の
一
）。
そ
の
ほ
う
が
副
作
用
が

少
な
い
し
、
む
し
ろ
、
よ
く
効
く
場
合
が
多
い
。
ト
ラ
ウ
マ
系
の
人
に
は
安
全
の
面
か
ら
も
、

少
量
処
方
が
大
切
。

・
神
田
橋
処
方

　

精
神
科
医
の
神
田
橋
條
治
氏
が
考
案
さ
れ
た
漢
方
薬
の
組
み
合
わ
せ
。

　
　

基
本
の
処
方
…
…�

桂け
い
し
か
し
ゃ
く
や
く
と
う

枝
加
芍
薬
湯
（
ツ
ム
ラ
の
六
〇
番
）
と
四し
も
つ
と
う

物
湯
（
ツ
ム
ラ
の
七
一
番
）

を
そ
れ
ぞ
れ
二
包
ず
つ
朝
・
晩
に
分
け
て
飲
む
。

　
　

体
質
に
応
じ
て
…
☆��

四
物
湯
を
十じ
ゅ
う
ぜ
ん
だ
い
ほ
と
う

全
大
補
湯
（
ツ
ム
ラ
の
四
八
番
）
に
変
更
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
二
包
ず
つ
朝
・
晩
に
分
け
て
飲
む
。



141 140

　
　
　
　
　
　
　
　
　

��

☆�

桂
枝
加
芍
薬
湯
を
小
し
ょ
う
け
ん
ち
ゅ
う
と
う

建
中
湯
（
ツ
ム
ラ
の
九
九
番
）
あ
る
い
は

桂け
い
し
か
り
ゅ
う
こ
つ
ぼ
れ
い
と
う

枝
加
竜
骨
牡
蛎
湯
（
ツ
ム
ラ
の
二
六
番
）
に
変
更
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
二
包
ず
つ
朝
・
晩
に
分
け
て
飲
む
。

　
　

粉
薬
が
飲
め
な
い
場
合
…
…
ク
ラ
シ
エ
の
錠
剤
で
桂
枝
加
芍
薬
湯
、
四
物
湯
を
飲
む
。

　

神
田
橋
処
方
は
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
の
特
効
薬
で
、
現
時
点
で
、
こ
れ
以
外
に
効
く
薬
が
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
（
少
な
く
と
も
私
は
知
り
ま
せ
ん
）。
漢
方
薬
と
体
質
の
相
性
は
、
私
は
少

量
を
な
め
て
も
ら
っ
て
判
定
し
て
い
ま
す
。
お
い
し
く
感
じ
れ
ば
体
に
合
っ
て
い
ま
す
。
あ
ま

り
大
き
な
声
で
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
親
切
な
小
児
科
医
・
内
科
医
に
頼
め
ば
処
方
し
て
く
れ
る

場
合
が
多
い
で
す
。

○
ト
ラ
ウ
マ
処
理
に
つ
い
て

・
ト
ラ
ウ
マ
記
憶
と
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

　

ト
ラ
ウ
マ
記
憶
と
は
辛つ
ら

い
体
験
の
記
憶
で
す
。
辛
い
か
ら
、
こ
こ
ろ
で
そ
の
ま
ま
記
憶
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
で
も
生
き
る
た
め
に
は
重
要
な
こ
と
だ
か
ら
、
体
・
脳
は
憶
え
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
こ
ろ
の
記
憶
と
し
て
は
真
っ
白
に
忘
れ
て
い
た
り
ぼ
ん
や
り
と
し
か
意
識
で
き
な
い

の
に
、
辛
い
体
験
に
〈
ど
こ
か
し
ら
似
た
よ
う
な
状
況
〉
に
遭
遇
す
る
と
、
体
・
脳
が
反
応
し

て
、
わ
っ
と
全
身
の
強
い
反
応
が
起
き
る
。
こ
れ
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
で
す
。
体
験
し
て
い

る
当
人
の
感
覚
で
は
、
思
い
出
す
で
は
な
く
、
再
体
験
で
す
。

　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
は
、
見
た
も
の
や
音
、
季
節
な
ど
を
き
っ
か
け
に
起
こ
り
ま
す
。
周
り

に
は
わ
か
ら
な
く
て
も
、
本
人
は
辛
い
体
験
を
〈
再
体
験
〉
し
て
い
ま
す
か
ら
、
パ
ニ
ッ
ク
に

な
っ
た
り
、
固
ま
っ
た
り
し
ま
す
。

・
ト
ラ
ウ
マ
処
理
の
目
的

　

ト
ラ
ウ
マ
処
理
は
、フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
の
迫
力
を
軽
く
す
る
技
法
で
す
。
迫
力
を
減
ら
し
、
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フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
に
振
り
回
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
回
復
へ
の
第
一
歩
で
す
。

・
自
分
で
で
き
る
ト
ラ
ウ
マ
処
理

　

ト
ラ
ウ
マ
処
理
で
一
番
大
事
な
の
は
、
昔
の
嫌
な
記
憶
を
で
き
る
だ
け
思
い
出
さ
な
い
よ
う

に
、
が
ん
ば
る
こ
と
で
す
。
特
に
、
こ
れ
か
ら
説
明
す
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
を
減
ら
す
た
め

の
パ
タ
パ
タ
体
操
を
す
る
と
昔
の
こ
と
が
浮
か
ん
で
き
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

記
憶
を
追
わ
な
い
よ
う
に
我
慢
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
パ
タ
パ
タ
体
操
で
、
浮
か
ん
で
く
る

嫌
な
感
じ
を
、
吐
く
息
と
い
っ
し
ょ
に
上
に
抜
き
放
つ
作
業
を
続
け
て
い
る
と
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
そ
の
も
の
が
減
っ
て
き
ま
す
。

【
パ
タ
パ
タ
体
操
】

①�

深
呼
吸
の
練
習
…
…
地
面
か
ら
息
を
吸
っ
て
、
そ
の
息
を
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
吐
く
。
そ
ん

な
イ
メ
ー
ジ
で
深
呼
吸
。
腹
式
呼
吸
で
は
な
く
、
吐
く
息
を
上
に
抜
く
つ
も
り
で
す
る
、
強

い
肩
呼
吸
で
す
。

②�

ト
ラ
ウ
マ
記
憶
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
に
関
連
し
て
嫌
な
感
じ
が
起
き
る
体
の
部
分
の
、
下

側
と
上
側
に
左
右
の
手
を
当
て
て
軽
く
パ
タ
パ
タ
叩
く
。
叩
く
ス
ピ
ー
ド
は
速
く
し
た
り
遅

く
し
た
り
、
自
分
で
い
ろ
い
ろ
試
し
て
み
て
、
気
持
ち
い
い
速
さ
を
見
つ
け
る
。
そ
の
速
さ

で
二
〇
～
三
〇
回
。
ド
ス
ド
ス
と
強
く
叩
か
な
い
。
柔
ら
か
く
、
パ
タ
パ
タ
叩
く
。

③
①
で
練
習
し
た
仕
方
で
深
呼
吸
を
す
る
。

④
②
～
③
を
二
～
三
回
く
り
か
え
す
。

　

こ
の
パ
タ
パ
タ
叩
き
と
深
呼
吸
で
、体
が
抱
え
る
嫌
な
感
じ
を
上
に
抜
い
て
い
き
ま
す
。【
パ

タ
パ
タ
体
操
】
は
、
親
子
で
一
緒
に
や
っ
て
も
大
丈
夫
で
す
。

　

ま
た
、
大
勢
で
一
緒
に
や
っ
て
も
大
丈
夫
で
す
。


